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事 業 紹 介 防災と福祉の連携深化―。
災害にも強いまちづくりを推進
町では、今年度より「ひの防災福祉コミュニティセンター」を山村開発センター内に設
置し、防災と福祉が連携した交流拠点づくり、災害にも強いまちづくりに取り組みます。

ひ の 防 災 福 祉 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

福 祉 と 防 災 が
連 携 し た 交 流
拠 点 づ く り 事 業

事業目的
近年、災害が多発化・激甚化する中、特に要配慮者に対する支援体制を充実させることが急務となっています。
そのためには、日常的に要配慮者と接する機会のある福祉関係者、自主防災組織、防災関係機関および住民団
体等との連携や情報交換、過去の災害から得た教訓の継承等が行える交流拠点が必要となります。
また、鳥取県西部地震から 20 年以上が経過し、当時の記憶や震災から得た教訓・知識を次世代へ引き継いで
いくことも、被災町である日野町の大きな役割の一つとなっています。
そこで町では、上記の目的を達成するための拠点施設として、「ひの防災福祉コミュニティセンター」を設置し、
防災と福祉が連携した交流拠点づくり、災害にも強いまちづくりの推進を図ります。

センターの活動内容
町では、同センターの管理運営を「日野ボランティア・ネットワーク（山下弘彦代表）」に委託し、以下の取
り組みや活動を行っています。
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（１）交流促進の場（交流拠点）づくり
　▼福祉や防災に関連した関係機関・住民団体等
　　からの取組相談受付、学習会、講座、座談会
　　等の開催支援
　▼福祉や防災に関連した活動、先進事例の紹介
　▼鳥取県西部地震をはじめとした過去の災害か
　　ら得た教訓・知識の普及啓発（常設展示、企
　　画展の開催等：センター内に鳥取県西部地震
　　展示交流センターを併設）　など

（２）地域の防災力向上推進
　▼福祉・防災の視点から見た地域の現状把握、
　　地域への助言、町への提言
　▼支え愛マップづくりの取組支援や防災・福祉
　　に関する取組相談を通した「支え愛の地域づ
　　くり」の推進
　▼地域住民による避難所運営等の取組推進
　▼災害ボランティアセンターの取組支援　など

＜事業・組織イメージ＞

地域の皆さんへ
今後、センターの職員が、地域や集落、地区集会所の
現状把握など、地域の皆さんの声を聞きに地域に出か
けていく予定です。また、福祉や防災に関する取組相
談なども受け付けていますので、お気軽にご相談くだ
さい。

【事業に関する問合せ】役場総務課（電話 72-0331）

ひの防災福祉コミュニティセンター
場　　所　町山村開発センター 2 階　展示室
開館時間　午前 9 時～午後 5 時
休  館  日　毎週土・日曜日、祝祭日、年末年始
　　　　　および盆休み
問合せ先（事務局）　0859-72-2220
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2021 年度事業計画などを決定
日野町人権・同和教育推進協議会  総会

　5月 27 日、町文化センターで自治会長の皆さんや各
種組織、関係団体の代表者などが出席し、町人権・同和
教育推進協議会の 2021 年度総会を開きました。
　昨年度の総会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため書面決議となりましたが、今回は感染症対策を十
分に講じながら開催しました。
　はじめに、2020年度の事業実績、決算の状況を報告し、
その後、2021年度の事業計画、予算案について説明を
行い、原案どおり承認されました。また、今回は役員改
選があり、下記のとおり決定しました。

役員改選

日野町人権・同和教育推進協議会広報紙

人権のまち 2021年７月ひの

会　長：﨏田淳一（日野町長）

副会長：小谷博徳（日野町議会議長）

　　　　柴田孝志（解放同盟下榎支部長）

監　事：山川洋介

　　　　山根美奈子　　　　   （敬称略）

「ヘルプマーク」を知っていますか？

　「ヘルプマーク」とは、義足や人工関節を使用している人、妊娠初期の人など、
外見からは分からなくても、日常生活を送る上で何らかの支援や配慮を必要として
いることを周囲に知らせるためのマークです。

【ヘルプマーク・ヘルプカードの配布について】
配布場所：役場健康福祉課または役場黒坂支所
留意事項：
①県内に住所地等（勤務地、利用施設、事業所所在
地など）がある人で、希望者に無償で配布します。
②配布にあたり、障がい者手帳、身分証明書、申請
書などの提示は不要です。
③ヘルプカードの配布は、一人につき1枚です。
なお、ヘルプマークは、ヘルプカードとは別に、ス
トラップ型・バッジ型のいずれかを一人につき1つ
配布します。
④家族や支援者など、代理人による受け取りも可能
です。
⑤配布の際、今後の参考とするため「援助や配慮を
必要とする状態」（障がいなどの種別）についてお聞
きします。ご理解とご協力をお願いします。
問合せ先：役場健康福祉課　担当　杉原
　　　　　（電話 72-0334）

♦例年、同日に開催していた町民人権講座は

後日開催します。

ヘルプカードは、令和 3 年 6 月 1 日より配布して
います。支援や配慮が必要な人が携帯し、緊急連
絡先やかかりつけの医療機関、周囲の人にお願い
したいことなどについて記載しておくことで、いざ
というときに必要な支援や配慮の内容を相手に知
らせるためのカードです。

ヘルプカードの提示があ
りましたら、記載されて
いる内容をもとに支援を
お願いします。

▼バッジ型

▶ストラップ型

「ヘルプカード」知ってください

ストラップ型と
バッジ型の 2 種
類があります。

援助を必要とする人のためのマークです


